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　　　　　　　　 1．目的

　行 動 と刺激 の 提示の 問に因果 闃係 が 無 く 、

偶発的 な強化随伴性に よ っ て 強化 され るオ ペ

ラ ン ト行動 を迷信行動 と呼ぶ。S  皿er （1948）

は 、
ハ ト8羽 に対 して n15 秒 の 強化 ス ケ ジ ュ

ー
ル を実施 し て 、偶発的な強化 随伴性 に よ っ

て強化 され る行動 を見 出 し、こ の 行 動を 迷信

行動 と定 義 した 。 ま た Ono （1987） は、大学

生 を対象 に FI30 秒 と60秒、　 VT30 秒 と60秒を実

施 し、ヒ トで も動物 と同様に多様 な迷信 行動

が生 じるこ とを明 らか にした。

　迷信行 動の 多様な トポ グラ フ ィ
ー

は 、こ の

よ うに偶発的な強化 に よ っ て 生 じ る こ とが こ

れ ま で の 研 究で 明 ら か に された 。 そ うで あれ

ば、偶発 的な強化 に触れ る機 会の 多か っ た行

動 が迷信行動 にな る可能性が 高い と言え るだ

ろ う。
こ れ は

、 見方 を変えれ ば 、 偶発 的な強

化 を受け る前 の オ ペ ラ ン トレ ベ ル の 高い 行動

が迷信 的な行動 にな り うる とい うこ とを 意味

す る 。

　 こ の よ うに オ ペ ラン トレ ベ ル の 高い 行動が

迷信行動 の トポ グラ フ ィ
ー

に反 映 され る の で

あれ ば、迷信行動 を実験的に調 べ る場合、偶

発的 な強化随 伴性 が 設定 され る以前 の 個人 の

行動傾向が調 ぺ られ る必要が あるだ ろ う。 そ

の よ うな行動傾 向は 、飼 人 の こ れまで の 強化

随伴性 に よ っ て 制御 され た
一

般的な行動特性 、

すなわ ち、ある意味で の pe  all 耄yとい え る か

もしれ な い 。 したが っ て 、こ の よ うな 行動 と

迷信行動 の 関連が調べ られ る必 要があ る 。

　本研 究は 、偶発的 な強化随伴性 の もとで形

成 され る迷信行動 とpersonalityの 関連 を 、 大学

生 を対象に して 調 べ る こ とを目的 とす る。

　　　　　　　　 皿．方法

蘯迦 孟 ： YG 性格検査 の 外向 ・内向性 を調 べ

る IO 項 目の 質問を改変 して作成 した 5 段階評

価式ア ン ケ
ー

トを T 大学学生 40 名に 行い 、

その 結果か ら外向性 と判断 され た学生 2 名 （男

性 1名 、女性 1名） と内向性 と判断 され た学

生 2名 （男 2 名） を選 出 し、彼 らを実験参加

者 と した 。

塗 ： Ono （ig97）を参考に 、迷信行 動が

最 も生 じやすか っ た Fr30 秒 を強化 フ ェ
ーズ

の ス ケ ジ ュ
ー

ル に した 。 こ の フ ェ
ー

ズ を 30 分

行 っ た 後、消去 フ ェ
ーズ （10 分）を行 っ た 。

各参加 者は 、あ らか じめ実験室内で 自由 に行

動 して も よ い と教示 され 、 個別 に実験を受 け

た e 実験室 に は もろ もろ の 押 しボ タ ン が用意

され た。 こ れ らに対す る参加 者 の 反応は 、強

化刺激 （得点）の 提示 と無 関係 であ っ た 。

　　　　　　　皿．結果 と考察

　 外 向性 の参加者2名 と内向性の 参加者 1 名 に

迷信行動が 見 られ た。概 して、外 向性 の 参加

者は 、実験室内の もろ もろ の 器具 に触れ た り、

実験室 内をか な り移動 した りする行動 を示 し 、

それ らの トポ グラフ ィ
ーは 多様で あ っ た 。

一

方 、 内向性 の 参加者は 、 実験室 内の 限 られた

対象 、 特 に押 しボタ ン に頻繁に触れ る行 動が

目立 っ た。なお 、内向性の 残 りの 1人は 、 随伴

性 に対す る意識性 を獲得 したため 、迷信 行動

は認 め られなか っ た。

　以 上 の 結果 か ら、外 向性 と 内向性 と い う

p    頡 解の 違 い は ， 偶発 的な強化随伴性 で 形

成され る迷信行動の 多様性 に反映 し て い る可

能性が示唆 された。今 後、参加者 の数 を増や

して こ の 問題 をさらに検討す る 。

一 58 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


